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LCC（累積） 

基本画面 

PJ概要 

建物概要① 

建物概要② 

運用・保全 

LCCの主な算出項目： 

u イニシャルコスト(企画設計、建設) 

u ランニングコスト(運用、保全、修繕更新), 解体処分コスト 

u 年度別及び経年累積コスト、各段階のコストの割合  

LCAの主な算出項目： 

u  ﾗｲﾌｻｲｸﾙｴﾈﾙｷﾞｰ（LCE） 

u ﾗｲﾌｻｲｸﾙ二酸化炭素（LCCO2） 

u ﾗｲﾌｻｲｸﾙ硫黄酸化物（LCSOX） 

u  ﾗｲﾌｻｲｸﾙ窒素酸化物（LCNOX） 

u 年度別及び経年累積環境負荷、環境負荷量の割合  

主な入力項目： 

u ﾌﾟﾛｼﾞｪｸｯﾄ概要 

u 建物概要（高さ,長さ,面積,…） 

u 仕上げ概要（種類，数量）  

u 設備概要（種類，規模，数量） 

u 運用・保全概要  



マトリックス計算の復習(1) 
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マトリックス計算の復習(2) 
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1A ： 逆マトリクス I ： 逆マトリクス 

IAA 1



























nnnn

n

n

 a  aa

       

 a  aa

 a  aa

21

22221

11211

nn



















10

1

01


= 



























nnnn

n

n

 a  aa

       

 a  aa

 a  aa

21

22221

11211



マトリックス計算の復習(3) 
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産業連関表 

図ー１ 



産業額表 

1)  第一産業＋第二産業＋第三産業＋最終需要＝需要合計  

  中間需要＋最終需要＝需要合計；  

 （最終需要には輸入部分が含んでいる） 

2)  国内生産額＝需要合計 － 輸入部分 

  中間需要＋最終需要－輸入＝国内生産額 

3)  粗付加価値  その産業が創出した価値である 

  原材料費＋粗付加価値 ＝ （総販売額） 国内生産額 

横で見る 

縦で見る 



投入係数表 

      第一から需要  第二から需要   第三から需要     粗付加価値       国内生産額  

国内生産額 国内生産額 国内生産額 国内生産額   国内生産額 
＋ ＋ ＋ ＝  

縦
で
見
る 

投入係数生産物１単位を作るのに、必要な原材料などの内訳を示す額 

額産業に対する中間需要

　　

産業の国内生産額　　投入係数
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逆行列表（1） 



逆行列表（2） 

額産業に対する中間需要

　　

産業の国内生産額　　投入係数
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逆行列表（3） 
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逆行列表（4） 
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最終的に必要的な原材料生産の生産額を係数化したものが逆
行列係数表である。 



逆行列表（5） 
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逆行列表（6） 
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最終的に必要的な原材料生産の生産額を係数化したものが逆
行列係数表である。 

（輸出量を考慮していない） 



逆行列表（7） 
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逆行列表（8） 
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逆行列表（9） 
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まとめ① 価格評価表 

生産者価格評価表（運送・流通コストは含んでいない） 

購入者価格評価表（運送・流通コストを含む） 
価格評価表 



まとめ② 投入係数表 

生産者価格（運送・流通コストは含んでいない） 

購入者価格（運送・流通コストを含む） 
投入係数表 

額産業に対する中間需要ixaxaxa ninii  2211



まとめ③ 逆行列表 

従来型 

 

競争輸入型 

逆行列表 -1
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現在、一般的に使われいる。 



影響力係数と感応係数 

影響力係数＝（逆行列係数の列和）／（逆行列係数の列和の平均値）  

 
  ある産業に対する需要が全産業に与える影響の度合
いを示す係数で、大きいほど他産業に対する影響力が大
きい。  

感応度係数数＝（逆行列係数の行和）／（逆行列係数の行和の平均値） 

全産業に対する新たな需要による特定の産業の感応度
を示す係数で、大きいほど他産業による感応度が大きい。  

 


